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田中式だから…より磨きぬかれた使い良さ、｜機構の良さに圧倒的人気…バﾈﾙｿｰｰ専門
◆特徴

パネルソーのよしあしは、スライド部分の高精度での寿命が一番大切だと思います。弊社では30年の経験と10000台の実績にお

材料押え(特許出願済）

パネル定盤に対して垂直に押圧します

定盤パネルは、合板に1粍の白色メラミンを両面貼り合せた物を使用して

有り明るくて、丈夫です。（オプションで刃ロベークも有ります｡）
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※お願い据付部は必ずコンクリートにして下さい。(F×900)
※(A)の場合ワイヤー滑車が低く出来ます。
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お求めのお客様へお願い 1

据付部は必ずコンクリートにして下さい。

’
機械の特性上、鋸軸の浮沈み及び昇降をくり返し行い

ますので軟弱な据付場所の場合は、切断面に出て切肌

が悪く成ります。特に背が高い為、揺れが止まりにく

い場合も有ますので、必ずコンクリートにして下さい。

その他コンプレッサー・集塵装置が必要です。

鋸軸モーI､ル

送りモー1､ル
｛

3定盤には、9粍のベニヤに両面1粍のメラミンを貼った合板を取り付けています。

⑳左端にローラーを取り付けました。

①アルミ型材は延長出来ます。500粍L附属しております。

股大丸鋸径 !()6 106 510

切断できる厚き 105 155105

繍 磯
切断できる11］ 5()0 5()0 4()0

◆製造元安全器･集じんカバー(100中)･ブレーキ
回転定規･メージャー付き
安全器は、検定番号第D82の合格品です。

逆勝手も御注文によりお受け致します。15,000増

※注意：組立式のためフレームの補強を必要とされる方もあります。

※発送の場合は分解荷作りを致しますので、組立が必要です。
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レールの長さ 1350 1390 1390 1200型(1330)1200×602300型(2380)2250×60

1800型(1980)1850×602500型(2550)2450×60

2000型(2100)2000×603000型(3150)3050×55

4000型(3980)3800×55

田中機械工業株式会社左lllll500
右1111600

０
０
０
０

０
３

２
１

側
側

左
右

左側2000
右側1300

移動テーブルの長さ
蝿より

2000×603000型(3150)3050×55 愛知県津島市半頭町東之割29
000型(3980)3800×55

TELO567-31-3691

MXO567-31-4453

■御来社の方に展示実演致しております。予約電話で略地図をFAX出来ます。

、 II1 120kg 160kg 160kg
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工場渡し定価
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丸鋸の送り

スピード

丸鋸回転数

切断仕様

フラッシュ

定規

インバーター

パネルソー

1200型

1800型

2000型

2300型

2500型

3000型

4000型

下降時(ボリューム）

4m～16m／分

上昇時24m／分

二回切断の

上昇時13m／分

4000回転／分

上から切断

下より2回切断

有り

フルオート

A式

パネルソー

Al80()型

A2()0()型

A2500型

A3000型

下降時

17m13，．9m

上昇時

25m／分

4000回転／分

上から切断

無し

プラスチック

パネルソー

200()型

2500型

切断時(ボリューム）

4m～16m／分

戻り時

24m／分

ボリューム

2000～

4000回転分

上から切断

下より切断

し

主要il1l受

丸鋸寸法

丸鋸軸72()7，DB、P5、7207、P5

305(径)×3.0(厚)×25.4(孔）100P歯数

切断出来る

長さ×厚み

（）内は鋸の

突出し切断を

含む
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インバーターパネルソー
り

プラスチックパネルソー フルオートパネルソーA式 イ

1800型

2000型
2500型
3000型

2000～2500型

◆
下
か
ら
切
断
と
上
か
ら
切
断
し
ま
す
。

１
１
１
Ｉ

切

上
昇
時
速
登
り
式

◆
上
か
ら
の
み
切
断
専
用
機
で
す
。

車
寺 』

：

②
下
よ
り
二
回
切
断
（
毛
引
切
断
）

①
上
か
ら
の
み
切
断
（
普
通
切
断
）

上
昇
時
速
登
り
式

！
６
０
■
月
■
目
狙
■
４
４
１
０
■
″
ｎ
Ｊ
■
■
ｄ
■
Ｆ
・
し
■
■
■
■
戸
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
ｇ
Ⅱ
Ｉ
ｒ
■
『
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

‘
Ｂ
↑

こ
の
切
角
に
よ
り
両
面
の
バ
リ
を
防
止
し
ま
す

■
「
ｂ
二
ｂ
「

』

４
１

1
1

＝

協
僻
燗
州
‐

1－

ｌ
切
断
材
料
↑

一
ｒ
‐
一
・
－
１
牛
一
吋
一
一
釦
一
Ｊ
一
Ⅵ
一
一
一
‐

０
』
頁
■
■
■
刷
町
Ⅲ
皿
■
型
■
■
』
■
■
■

■

II

に
呈
一

写真は2500型
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写真は2000型 I

は2500型

インバーター送り機構により

丸鋸の下降切断スピードを4～16m/分に
特徴

◎下から切断（ダウンカット）

上昇しながら切断します。薄いプ

ラスチックのカケが少なくきれい

に切断出来ます。

◎上から切断、普通切断です。

戻りはどちらも24m/分の高速で

送行し、能率を上げます。

◎切断スピードはボリームにて無段

変速出来ます。4m～16m/分

◎丸鋸軸はインバーターによりボリ

ームで変速回転出来、材料に会っ

た回軸数を選んで切断が出来ま

す。

2000回～4000回転／分

上から切断方式（普通切断）のみの専用機です。

2台のモートルで、鋸ユニットの上昇下降送りを

行い1台のモートルは、切断時、下降用で送りス

ピードは3段変速で9m～13m～17m/分で、戻

り時は鋸が引沈みもう1台のモートルにより切断

時のスピードとは、関係なく高速(25m/分）

で上昇復帰しますので、作業能力が倍加出来ま

す。特に短いストロークに強く下降、上昇の連

続運転に耐えます。
G

フルオートパネルソーA式

ボリュームで変速できますので、固い材

料等の時、スピードの加減ができます。

上昇時は、スピードが高速にセットして

ありますので作業効率が上がります。

上昇時24m/分毛引時13m/分

鋸移動時、ソフトスタートに成りますの

で、振動が少なく切肌が良好です。

特徴
①上から切断。

上より鋸が突出してから、下の方へ滑

くり降りながら切断し、下降後鋸は定

盤より引沈み、自動的に上昇し復帰し

ますので、戻り時には材料に鋸が当ら

ないのできれいに切断できます。

②下より2回切断。

下よりダウンカットにて上部の方へ押

溝付を施し、更に上部より鋸を突出し

て、残りをアッパーカットにて下降切

断します。

この切方により、両面のバリを防止す

る事ができますのでフラッシュの耳取

切断・フラッシュの中間カット・ダブ

ルサイザーの代用等広い用途に使用出

来ます。

※但し段差が少々出来る場合も有ります。

操作盤の仕様－卜A式パネルソー
⑥

危安

ｲﾝバー ﾀー バﾈﾙｿー 泡2
3

危安

星－，嘩尋1
弓!:蕊驚
■■■■ﾛ■■■鹸見の蛾合せC劇で口mBBBT1

詞

DABcコインスイッチ

BC側は、押圧ボタンを押して

ペダルにて自動切断します。

A側は、ペダルのみで押圧し自

動切断します。

2切断の仕方切替スイッチ

3Aメーター

丸鋸の切味が見えます。

⑳全停止ボタン

3上限止め用タイマー

O始動及び材料押圧の戻し

刀フラッシュ定規用ボタン

⑳材料の押圧固定用ボタン

9切断スピード用

ボリューム4～16m/分

瀞1
険
侭

臣用ザ

ir鑿熱
厘易一蔀

【§坪→…包甫

1
1 1

３
）

3

■
ｌ
■
■
ｑ
Ｈ
Ｈ
刊
剴

の慮四展承を弗阻Lて下“no

今
圭
讐

職
上
か
け
切
断
押
圧
脚
故

(2③ 4） ２
〕
－
４
－
（
６
）
（
８

5

？

P

参
4 押

圧
闘
裁 6

’
、
．
§
Ⅷ
ク
唾

6 ◎オプション部品等

駒定規用微動駒

D定規

ワイヤーエンコーダー式デジタル

表示器

手動ラック式通し定規

サーボラック式通し定規

ローラー定盤に乗せる軽便平定盤
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材料押匡用
リミット表示鯉
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TELO5S7(31)3691
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特徴
①定規合わせは、数字ボタンを押して目標値を入力し、スター

ンを押すと、表示寸法の位置まで移動し停止します。（移動ス
分/10cmm/6秒入力単位0.1粍）

②チャンネルスイッチ0～11までMT.Fサーボ定規

鵡雛鱸嘉藤．“"-論．
“Q

にスタートボタンを押すことに

より表示位置に移動します。（チ輻冒舶珊■亘亙’5口皿昌善，ヤンネル合わせにより数字のボ
鴬■■■■テー｜

タンの入力は必要ありません）

③戻しボタンに指定の数字を登録ﾁｬﾝﾈﾙ

⑱燕●の
すると、戻しボタンを押すと、

チャンネルに関連なく登録数字

の所へワンタッチで移動します。
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特別仕様で

チャッキング付自動切断等も出来ます。
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写真は2500型

蛭の錘刃マーク

ローラー定盤の高さが480粍と低く標準

のパネルソーと同じ高さです。

インバーターパネルソーは鋸より左側

に、鋸台が有りますが切上げ用鋸は鋸

より右側に取付けております。パネル定

盤に浮き沈み及び右へ移動し、待機し

ます。切上げ時、鋸が左へ移動して浮

き沈みで切断後右へ移動してからパネル

ソー切断を行います。在来のパネルソー

と、切替スイッチにより、切上げ切断

に切替て使用出来ます◎

イ切上げ切断十上から切断

口切上げ切断十下より2回切断

ハ上から切断のみ（切上ナシ）

二下から2回切断のみ（切上ナシ）
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切上げ用丸鋸モートル0.75kw～2P

切上げ用鋸は切断用鋸と同じ丸鋸で使

います。（305×3×254‘）
切上げ切断の場合は、約30分間の暖気

運転が必要です。（その間はパネルソー

として使用出来ます）
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面のカケ防止
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藍

精度の微調整のできる心臓

鋸軸にはアンギュラベアリング使用


	

